
浜辺から約 700m の距離にあったオレンジクラブ会員の加藤新一さん（6月に 70 歳を迎える）宅は、津波に

よって母屋が形だけ残り、その他はすべて流されてしまいました。地震発生時、加藤新一さんは自宅にいまし

たが、いち早く避難して無事でした。奥さんのつる子さんは仕事で名取に出向いており、無事でした。以下、

加藤さんから伺ったお話しを紹介します。 （鈴木健治）

海辺から加藤さん宅まで直線距離で 670m。東六郷小学校まで約 2km。六郷市民センターまで約 5km。

[経過]
2011年 3月 11日。地域の老人クラブ会長である加藤新一さんは、午前中、会員宅に総会資料を配る。

13時過ぎに家に戻り、昼寝。うとうとしていると、14時 46分。突然大地震が発生。家の中の物が飛ぶ

状態を見て、「これはただ事ではない。津波が来る」と直感。携帯ラジオを持って外へでる。ラジオから

は「大津波が来る！」と聞こえる。近くの一人暮らしの 90歳のおばあちゃんなど高齢者の方々を軽トラ

ックに乗せて逃げる。近所の人たちを車に乗せようと誘うが乗らなかった人もいた。この人は残念なが

ら津波に流された。できるだけ人を乗せるため、4年間可愛がった愛犬「アトム」は置いていかざるを得

なかった。

結局、5人を乗せてひたすら逃げる。産業道路はたまたま起こった交通事故の影響でひどい渋滞。車の

すきまを突っ切る。会う人ごとに「東部道路の西側に逃げろ」と声をかける。東部道路を過ぎるとまた

渋滞。やっとの思いで六郷市民センターに到着。地震発生から 15分経っていた。逃げるのに必死で加藤

さんは実際に津波を見ていない。

六郷市民センターに避難した約 850 人の人たちは助かったが、東六郷小学校に避難した人たちは津波

に流された。東部道路を境に運命が分かれた。

六郷市民センターではすぐに対策本部を設置され、加藤さんは副本部長として避難した人たちの世話

をすることになった。道路は壊れる。電気もなく真っ暗。寒い。その中、備蓄用のアルファ米をやっと

の思いで調達し、炊いておにぎりを作る。850 人の人たちが 3 人に 1 個の割合で分け合って食べたのは

午前 0時を過ぎてから。

避難時には 1週間滞在したあと、六郷中学校の武道館に移動した。3日間そこに滞在した後、つる子さ

んのお姉さんの家（太白区袋原）に滞在した。

今まで住んでいた若林区井土東浦には、加藤さんが 18 歳のときに 15 坪の家を建てた。昭和 61 年の

8.5豪雨で一面海となったとき、床下浸水に見舞われたのを契機に家を建て直した。

さて、津波が去って 10日くらい経ち、水が引き始めたので自宅に行ってみた。防潮林の松林がなぎ倒

され、周辺の家がことごとく流されたなかでたった１軒、鉄筋コンクリート製“白亜の殿堂”我が家は

津波に耐え、まるで私の帰りを待っていてくれたかのようだ。
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加藤新一さん宅の津波被害報告



4月に入り、家の中に飛び込んだ松の木の除去作業を行った。作業は困難を極めたが、主に男厨会のメ

ンバーが手伝いに来てくれて大いに助かった。最終的に 4月 6日に一応片付いたので、7日に市役所に出

向き確認の上、復旧の準備に取り掛かった。

家の中に飛び込んだままの松の木      チェーンソーで松の木を切断する男厨会の有志

松の木も除去され、復旧工事を待つばかりとなった

リバサイド市からの取材があった４月 14日に撮った周辺 360°のパノラマ写真

4月 16日に再度市役所に出向き確認したところ、東部道路から海側は住むことができない地区になる

かも知れないと告げられる。このとき既に 30%程度復旧し、残りの材料も発注が終わっていた。

残念ながら同じ場所へ住むことはできないとわかり、復興に意欲を燃やしていた加藤さんの無念さは察

して余りある。以後、一切復旧活動はしていない。

加藤さんは、普段から地震、津波、災害対策を勉強しており、防災活動に熱心で色々な会合では地震

や津波の恐ろしさを説いていた。貞観津波のことも知っていた。だから大津波が来ると直感したという。

浜では、津波が来るのを知りわざわざ見に行った人がいた。のんびり立ち話をしていた人もいた。逃げ

ろと言われて本気にせず逃げなかった人。そういった人たちは皆津波にさらわれた。そういえば、いつ

も来る雀はその日は一羽も来なかったようだ。

つくづく、普段から災害のことに関心を持ち、勉強していてよかったと思う。いざというときすばや

く行動できた。あのとき、瞬時でも迷ったら、完全に逃げ遅れたと思う。そのかわり、体以外、すべて

を失ってしまった。

5月 21日、袋原 3丁目のアパート（仮設住宅扱い）に引っ越した。いずれ廃屋でもあれば求めてそこ

で暮らしたい、と情報収集している。今生きていることは、生かされたと思っているので、どこまでで

きるかわからないがやってみたい。そう話す加藤さんご夫婦の前向きの姿に、物心両面で応援していこ

うと思った。



「思い出の写真から」

手塩にかけて作った茶室は津波に流された

手作りの作業場、カラオケルーム、ガレージも流された

外国からのお客さんをもてなしてきた部屋は残ったがもう使えない

「袋原のアパートで再出発する加藤さんご夫妻」（5月 22 日）


